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経済秩序の概念の批判的検討 (1) 
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はじめに
一般経済政策論においては「経済秩序論」も重要な位置づけを占めている。
この「経済政策論Jの理論的展開において「経済秩序Jそれ自体の概念規定を
吟味，批判的に検討しておくことは必要なことである。このことが小論の目的
である。
「経済秩序」の概念規定あるいは概念形成についてはもちろん議論がある。
この議論は今日でもなお不毛な語葉穿撃の疑念を受けている。しかし，そのよ
うな議論のあり得る成果についてあらゆる制限が必要であるのに，「経済秩序」
の明白な概念規定あるいは概念形成の意義を吟味・検討し 展望していないと
ころもまだある。それで、もそのような議論は経済理論の目的，つまり経済現象
の分析を間接的にのみ役立てることであるから，ある特定の自己教示は概念解
明の研究にはっきもののことである。「経済秩序jの概念は文献では同様な内
容では用いられていない。「経済体制」と「経済法制」は「経済秩序」と同意
語で用いられている場合が多い。それで良いのであろうか。
「経済秩序」の概念規定をしようと思えば，方法論として，「経済秩序」の
概念と「経済体制」，「経済法制j，「経済法J，「経済経過Jのそれぞれの概念を
区別することこそ肝要なことである。
さらに，「経済秩序」の概念は，「経済秩序の基本形態」と「経済形態」にお
いても確認できると考える。これに加えて，「経済秩序の類型」の形式的な概
念を吟味・検討することによっても，「経済秩序jの概念をより幅広く規定し，
あるいは形成することができると考える。
これらの概念と並んで，例えば，「経済形態」というやはりより広義の特徴
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がある概念も代表的な文献で見つけることができる。また，「経済様式J，「経
済政策構想、」のような諸概念も見つけることができるが それらの概念に対す
る関係は依然として明白ではない。
それらのことを十分に勘案して，この小論の構成では，「経済秩序」の概念
規定を吟味し，検討するための方法論として， 2から 8までの検討項目を取り
上げ，検討を加えることを試みている。
この小論の構成は，次の通りである。 1では，まず「秩序」とは何か，その
概念について把握しておくことが必要である。その後で 代表的な文献に基づ
いて経済秩序の概念規定を吟味し，検討する。 2では，経済秩序と経済体制の
それぞれの概念を吟味・検討して，両概念の区別をする。 3では，経済秩序と
経済法制のそれぞれの概念をやはり吟味・検討して 両概念を区別する。 4で
は，経済秩序と経済経過のそれぞれの概念を吟味・検討して，両概念を区別す
る。 5では，経済法制と経済法の概念上の相違点にも留意しながら，それらの
概念と経済秩序の概念を吟味・検討して区別する。 6では 経済秩序の基本形
態と経済形態における経済秩序の概念規定を考える。 7では，経済秩序の類型
における経済秩序の形式的概念を考える。 8では，経済秩序の構造分析方法に
おける経済秩序の概念を考える。 9では むすびとして小論の議論を要約し，
主張点あるいは強調点を明示する。
1 秩序及び経済秩序の概念
経済秩序とは何か。この経済秩序の概念を規定する前に，まず「秩序Jその
ものの基本概念を明確に捉えておくことが必要である。
〔1〕秩序の概念
「秩序Jの概念は多義的である。
秩序とは，制度的単位（例。組織）における部分と要素の全体的な相互関係
を，あるいは中央官庁の指令で特定の目的を達成する包括的な法律行為（例。
それに基づく法秩序）を反映するものである 1）。また 秩序とは社会関係にお
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ける特有の衝動から行われた人々の行為の結果である。この場合，個人の行為
は自由意志の調整過程で相互に調整されている。
後者の秩序の場合，個人の自立的ではあるが，互いに関連し合った行為の過
程において徐々に現れるのが「自生的秩序」［行為秩序］ ( eine spontane 
Ordnung [Handelnordnung］）である 2）。これに対して，ある法律行為の意図
と効力設定によって生じるのが「法的秩序J( eine gesetzte Ordnung）であ
る3）。
自生的秩序はその諸要素が特定の法則性を生み出すときに形成されるので，
自生的秩序は，ハイエク（A.v. Hayek）の表現を借りれば，「人々の行為の
結果であるが，人々の行為の意識ではない」（，，<lasErgebnis menschlichen 
Handelns, aber nicht menschlicher Absicht”） 4）のである。
さらに，「意図した秩序J(geplante Ordnung）がある 5）。この秩序は中央
官庁の行政指導によってあらかじめ設定した目的を達成するものであるから，
社会関係はより高次の主管官庁が位置づけた下位の秩序と個人の支配現象によっ
て明白に示されている。
これに対して，自生的秩序では個人の平等と事物の支配権が管理されている。
自生的秩序は，市場において特定の法則性を明示した経済主体の経済行為を通
じて経済生活に徐々に現れてくるものである。多くの経済主体は市場における
交換行為でその時々の欲求の充足を常に求めている。この「市場の自生的秩序」
(die spotane Ordnung des Marktes）は市場参加者相互の計画と行為を調整
するとともに，価格の変化，従って交換の変化によって潜在的な市場参加者の
欲求未充足の諸関係に新たな方向性を創り出しているへそれによって，多数
の経済主体のばらばらになった知識を結びつけ，個人的に活用できる。さらに，
「市場の自生的秩序」は絶えず新しい与件とこれまでよく知られていない様々
な事情に対して反応させることができる。その自生的秩序はまた，現代の社会
では大抵法規として規定された特定の秩序規則を保証するための秩序（例。組
織の秩序）の形成に役立つている。この秩序のお陰で，経済主体は多くの経済
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計画を実現させ，市場はその調整機能を満たすことができるようになる。その
ため，誰にとっても一般妥当的な法律である私法の秩序も絶対必要になる。実
際，現代の社会では，一般妥当的な私法の枠内で有効な契約の法的保護がなけ
れば，また競争を制限する法律の枠内で公正な競争の法的保護がなければ，市
場経済秩序は機能しないことになる。
他方，「市場の行為秩序」（dieHandelnsordnung des Marktes）は，「市場
参加者が既知であるため 極めて多数の事情に反応する行為が必要になる。価
格や価格変化では，多くのばらばらになった行為の重要な結果がある程度まで
和らげることになる。その結果は個人に影響を与えるので 個人がその影響を
意識するかどうかが問題となる。J7＞「市場の行為秩序」は聞かれた社会では典
型的な秩序であり，まさに他の誰にも持たせ，極めて多くの欲求充足のための
前提を設けさせるので，多くの知識を活用させることができる。この点に「市
場の行為秩序jの大きな存在価値がある。
このような「秩序」概念の捉え方に加えて，オイケン（W.Eucken），ピュッ
ツ（T.P註tz）の捉え方がある。オイケンは，「秩序Jを①経済秩序（Wir旬ch-
af tsordnung），すなわち，資本主義のような歴史的実在という秩序，あるい
はある時代ゃある国家のもとで形成された秩序，つまり実定秩序，②オルド
(Ordo），すなわち，人間の本性と事実に適合した自然のありのままの秩序，
つまり自然秩序の二つに分け この秩序概念は経済政策を理解するために不可
欠のものであると考える。経済秩序とオルドは究極的には「競争秩序」
( W ettbewerbsordnung）を用いて総合すべきであるとオイケンは考えているヘ
この競争秩序は，高度産業国家の工業化された経済を効率的に作用させると
ともに，他方では人間の尊厳と自由が両立する社会体制においてありとあらゆ
る政策行動の基本原則となるものである。このようなオイケンの考え方は，第
2次世界大戦後の当時の西ドイツの経済復興と経済秩序形成の指導原理となっ
た。その当時の経済復興の立役者となったのはエアハルト（L.Erhard）経済
相（1963年10月，エアハルト内閣成立のとき 首相に就任した。）であった 9）。
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ピュッツは，「秩序」の概念を「経済秩序」と「経済体制」（Wirtschafts-
system）とに分け，「経済秩序jをさらにミクロ経済構造，メゾ（Meso）経
済構造つまり広義の産業構造 マクロ経済構造つまり国民経済構造に3区分し
ている 10）。
〔2〕経済秩序の概念
「経済秩序」の概念規定のいくつかは，代表的な論者の文献から引用するこ
とができる。以下では引用した「経済秩序」の概念規定を筆者なりに四つの類
型に分け，その上で特定の論者の概念規定については吟味し，検討する。
(1）規範，規則，慣習，精神などに基づく概念規定
この概念規定を示した主な論者は，ゾムバルト（W.Sombart），マイエル
(K. F. Maier），パウルゼン（A.Paulsen），ザウエルマン（H.Sauermann), 
リッチュル（H.Ritschl），ツイツン（K.G. Zinn），シャツハトシャーベル
(H. G. Schachtschabel），カッセル（D.Cassel）などである。
① ゾムバルトの概念規定
ゾムバルトは，「経済を行う人々の行動を決定するありとあらゆる命題ある
いはありとあらゆる規範の本質を経済秩序と名づける。」（, Den In begrif f 
aller das Verhalten der wirtschaftenden Personen bestimmenden Satze 
order Normen nennen wir die Wirtschaftsordnung.“） 1 1) 
② マイエルの概念規定
「共同社会の経済生活とそのすべての部分が特定の経路で経過することに作
用する規定，規範及び慣習は，この共同社会が多かれ少なかれ意識的に表され
ている経済秩序を構成する」（，，DieVorschriften, Regeln und Gewohnheiten, 
die bewirken, daB das Wirtschaftsleben einer Gemeinschaft und jedes 
ihrer Glieder in bestimmten Bahnen verlauft, bilden die Wirtschaftsord-
nung, welche diese Gemeinschaft mehr oder weniger bewuBt sich gegeben 
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hat.“） 1 2）とマイエルが考えた中に，経済秩序の概念規定を伺うことができる。
③ パウルゼンの概念規定
「規範は，経済行動の価値が法律，宗教，風俗習慣などによって保証される
規定である。この諸規定の総称が経済秩序を意味するoJ( ,,Normen sind Re-
gulative fir das wirtschaftliche Verhalten, deren Geltung durch Recht, 
Religion, Sitte usw. gesichert wird. Die Zusammenfassung der Normen 
stellt die Wirtschaftsordnung dar.“） 1 3) 
④ ザウエルマンの概念規定
「経済現象の構成と経過に対して成り立つありとあらゆる規則の総称を経済
秩序と名づける。」（，，DieGesamtheit aller geltenden Regeln fir Aufbau 
und Ablauf des wirtschaftlichen Geschehens bezeichnen wir als Wirtscha-
ftsordnung.“） 1 4) 
⑤ リッチユルの概念規定
リッチュルは，「経済秩序を文化新時代の主観的精神が構成されている客観
的精神の一つの部分領域とみなしている。この意味で，経済秩序は一つの精神
構造である。」（，，DieWirtschaftsordnung betrachten wir als einen Teil-
bereich des objektiven Geistes, in dem der subjektive Geist einer 
Kulturepoche seine Gestaltung erfi:ihrt. Damit ist die Wirtschaftsordnung 
ein Sinngefiige.“） 1 5) 
③ ツイツンの概念規定
「経済秩序は，特定の諸規範，例えば，絶対的な所有法，完全な契約の自由，
競争の保証など法的基礎すなわち経済法制において正当に考慮した諸原則とし
て保証される諸規範を全部集めて起草されるものである。」（,,Eine Wirtsch-
aftsordnung laBt sich als Ganzes konzipieren, in der bestimmte Normen, 
z. B. absolutes Eigentumsrecht, v凸lligeVertragsfreiheit, Garantie des 
Wettbewerbs und andere als gerecht erachtete Grundsatze in einer rechtli-
chen Grundlage, der Wirtschaftsverfassung, gewahrleistet werden.“） 1 6）さ
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らに，ツイツンは，「現代の産業体制の経済秩序は，技術進歩の進展で生じる
物的・精神的変化に従って，より普通の変化を伝統的秩序として強制している
ものである」（”DieWirtschaftsordnung moderner Industriesysteme ist 
infolge der materiellen und geistigen Veranderungen, die sich im Zuge des 
technischen Fortschritts einstellen, zu hauftigeren Modifikation gezwun-
gen als traditionale Ordnungen.“） 1 7）とも概念規定している。
⑦ シャツハトシャーベルの概念規定
「経済秩序はある特定の精神的な根本的心構えとそれに対応する経済行動様
式によって特徴づけた経済である。その場合，その経済の構成員に対して一般
的に成り立つ諸原則が，自発的であれ強制的であれ，本質的に認識され，実践
されることである。」（”Wirtschaftsordnungist die durch eine bestimmte 
geistige Grundhaltung und entsprechende okonomische Verhaltensweisege-
pragte Wirtschaft, wobei deren Mitglieder die generell gultigen Prin-
zipien im wesentlichen anerkennen und praktizieren, sei es freiwillig oder 
zwangsweise.“） 1 8) 
このような概念規定からみる限り，シャツハトシャーベルは，経済秩序には
根本的に自由に志向できるのか，集合的に志向できるのかなどその時々の支配
的で，しかも特定の「理念jが重要であることを強調したことが分かる。
③ カッセルの概念規定
「道徳的規範と法的規範のみならず，風俗習慣，慣習，伝統及び因習のよう
な諸規則の総称は，経済秩序と名づけられる。J（”Die Gesamtheit derart-
iger Regeln -Sitten, Gebrauche, Traditionen und Konventionen sowie 
moralische und rechtliche Normen -wird als Wirtschaftsordnung 
bezeichnet.“） 1 9) 
(2) 形態論に基づく概念規定
この概念規定をした主な論者は，オイケン（W.Eucken), ピュッツ
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(T.P註tz），レッシュ（D.Losch），リッチュル（H.Ritschl），ヘンゼル（K.P. 
Hensel），ティー メ（H.J. Thieme），カッセル（D.Cassel），ベーターズ（H.
司R.Peters）である。
① オイケンの概念規定
「経済秩序は，日常的な経済過程の誘導が具体的に生じた形態，あるいは生
じる形態の総称である。」（”DieWirtschaftsordnung ist die Gesamtheit der 
Formen, in denen die Lenkung des alltaglichen Wirtschaftsprozesses in 
concreto・ erfolgteund erfolgt.“） 2 0）さらに，「経済秩序は，企業と家計
が相互に結びつき，従って経済経過が具体的に流れるその時々の実際の諸形態
の総称である。J(,,Die Wirtschaftsordnung ist die Gesamtheit der jeweils 
realisierten Formen, in denen Betriebe und Haushalte miteinander ver-
bunden sind, in denen also der wirtschaftsprozeB in concreto ablauft. 
② ピュッツの概念規定
「経済秩序は国民経済全体に対して経済主体など（家計，企業，自己管理）
の相互作用のその時々の歴史形態である。」（，，Wirtschaftsordnung ist die 
jeweils geschichtliche Form des Zusammenwirkens der Gliedgebilde [Ha-
ushalte, Betriebe, Selbstwaltungen] zum Ganzen der Volkswirtschaft. 
③ リッチュルの概念規定
「経済秩序は相互に補完した様々な経済体制の一つの構造から成り立ってい
る。J(,,Die Wirtschaftsordnung besteht aus einem Gefiige von einander 
erganzenden Wirtschaftssysteme.“） 2 3) 
④ ヘンゼルの概念規定
「経済秩序は慣習的で法的なしかも形態論上の構成物である。・・・すべての
経済秩序は一一おそらく，その上なかんずく一一行動様式を可能にさせ，妨げ，
制限する法的規範からも成り立っているものなのである。・・・形態論上の構成
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物としてみれば，経済秩序は個々の秩序形態の構造になっている。」（，，
Wirtschaftsordnungen sind sittliche, rechtliche und morphologische Ge-
bilde. ・・ Jede Wirtschaftsordnung besteht aber auch - und vielleicht 
sogar zuerst - aus rechtlichen Normen, durch die Verhaltensweisen 
ermoglicht, unterbunden oder begrenzt werden. ・ ・ ・ Alsmorphologische 
Gebilde sind Wirtschaftsordnungen Gefiige einzelner Ordnungsformen.“） 2 4) 
この主要な秩序形態として，ヘンゼルは計画，所有，企業，企業内の意思形
成，経営成果計算，価格形成，市場及び貨幣供給の諸形態を挙げ，詳しく説明
している。
⑤ レッシュの概念規定
「経済秩序は，その他の形態では物質的充足のために相互に機能的関係の中
に存在するありとあらゆる構造要素の総称であり，国民経済の特有の組織形態
以外の何物でもない。」（，，DieWirtschaftsordnung, als die Gesamtheit aller 
Strukturelemente, die in irgendeiner Form zum Zwecke der materiellen 
bedarfsdeckung miteinander in funktionaler beziehung stehen, ist also 
nichts anderes als die spezifische Organisationsform der Volkswirt回
schaft.つ25) 
⑤ ティーメの概念規定
「経済秩序は大抵長期的に設定した枠条件として個人や経済主体（家計，企
業など）の経済的決定や経済行動の活動余地を限定するありとあらゆる規則，
規範及び制度を含むものである。秩序論的（形態論的）観点からみれば，経済
秩序は限られた数の秩序形態の組合せである。」（”DieWirtschaftsordnung 
umfaBt alle Regeln, Normen und Institutionen, die als meist Hinger-
fristig angelegte Rahmenbedingungen wirtschaftliche Entscheidungs-
und Handlungsspielraume von Individuen und wirtschaftlichen Einheiten 
[Haushalte, Unternehmen] abgrenzen.“） 2 6) 
ティーメは，経済秩序の分類基準として，例えば，計画と誘導の諸形態，所
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有，市場，価格形成及び企業の諸形態，貨幣経済や財政の諸形態を挙げている。
ティーメは，具体的な経済秩序が多様であることはそのような諸形態の明白な
特徴の組合せの可能性を満たす表現であると考えている。
⑦ カッセルの概念規定
「形態論的にみれば，あらゆる経済秩序は諸形態要素，すなわち，計画と調
整，所有，家計と企業，市場などの形態のような様々な秩序形態の明白な特徴
を示した特別な組合せである。」（,,Morphologisch gesehen, jede Wirtschaf-
tsordnung eine besondere kombination von Formelementen, d. h. von 
Auspragungen der verschiedenen Ordnungsformen - wie der Form der 
Planung und Koordination, des Eigentums, der Haushalte und Unter-
nehmen, der Markte usw・－“） 2 7) 
③ ベーターズの概念規定
「経済秩序は国民経済あるいはより広く捉えた経済領域における人々の経済
的諸関係を規則づけるありとあらゆる制度 法的でしかも形態論的な諸秩序要
素を含むものである。J（”Die Wirtschaftsordnung umfaBt alle instituti-
onellen, rechtlichen und morphologischen Ordnungselemente, welche die 
okonomischen Beziehungen der Menschen in einer Volkswirtschaft oder 
einem weitergefaBten Wirtschaftsraum regeln.“） 2 8) 
国民経済や共同社会には最低限度の「秩序Jが必要である。この秩序の諸要
素としてベーターズが挙げたのは，例えば，伝統，道徳，規則及び組織である。
これらの秩序要素は通常多様でまったく異なった目的に役立つので，秩序の構
造は相互に調和した要素あるいは相互に調和しない要素の組合せから成り立っ
ていることが多い。秩序の概念には，包括的で，しかも構造的に異なった分析
対象が含まれている。そのため，経済秩序もより包括的なものである。
経済秩序には，経済現象の体系の型を特徴づけた諸要素で，しかも体系策定
的な諸要素すなわち経済体系も経済政策のその他の多様な秩序ある規則的な影
響を及ぼす実践的な諸要素も含まれており，これらの要素は相互に作用し合っ
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ている場合が多い。また，多義的な経済秩序は大抵の場合多様な，しかも矛盾
した諸秩序要素で混乱した様々な作用を示している。経済秩序では，おそらく
政策的な妥協の結果を求めることが多いので，経済的に合目的的な評価の結果
を求めることは少ないであろう。しかし，経済秩序は多様な秩序要素をある特
定の計画（例。ドイツの社会的市場経済［SozialeMarktwirtschaft]) 2 9lの様
式で形成し，それによって誘導した一義的な秩序政策の作用を期待することは
疑問である。
ベーターズはまた 別の著書で 「経済秩序はより包括的なものである。経
済秩序にはその総体において経済体制を形成する経済現象の体系明示的でしか
も体系調整的な秩序要素にも経済政策の秩序あるしかも規制的な手段の多様性
にもしばしば矛盾した目的設定とそれに対応する経済作用が含まれるからであ
る。J(,,Die Wirtschaftsordnung ist umfassender, da sie sowohl die sys-
tempragenden und -steuernden Ordnungselemente des Wirtschaftsge-
schehens, die in ihrer Gesamtheit das Wirtschaftssystem bilden, als auch 
die Vielfalt ordnender und regulierender Praktiken der Wirtschaftspolitik 
mit oft widerspri.ichlicher Zielsetzung und gegenlaufiger okonomischer 
Wirkung umfaBt.“） 3 0）と概念規定している。
(3) 制度的条件の枠組みに基づく概念規定
この概念規定を提示した主な論者は， ヴェーバー（M.Weber），ラムペル
ト（H.Lampert），タイヒマン（U.Teichmann），グー トマン（G.Gutmann), 
トゥーフトフェルト（E.Tuchtfeldt），メッラァ（H.Moller），ヴオツル（A.
Woll）で、ある。
① ヴェーパーの概念規定
マックス・ヴェーバーは，経済秩序の概念を次のように簡潔に規定している。
「財とサービスの仮処分から生じた配分と望みどおりの考えに従って財とサー
ピスが実際にどのようにして用いられるのかという様式を経済秩序と名づける口」
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(,,Die ・ entstandene Verteilung der fiktischen Verfiigungsgewaltiiber 
Giiter und凸konomischeDienste und die Art, we beide ・ ・ ・ dem gemei-
nten Sinne nach tatsachlich verwendet werden, nennen wir Wirtschafts-
ordnung.“） 3 1) 
その支配権を今日の通常の概念である所有権に置き換えれば，そのような経
済秩序の概念規定はまさに現代の徴候を表している。
② ラムベルト概念規定
「国民経済の構成と経過に対して有効なあらゆる規則及び制度の総称である。J
(,,Die Wirtschaftsordnung ist die Gesamtheit aller fir den Aufbau und 
Ablauf der Volkswirtschaften geltenden Regeln und Institutionen.“） 3 2）..マッ
クス・ヴェーパーやラムベルトの概念規定は，簡にして要，単純化の美点が現
れている。
③ タイヒマンの概念規定
「経済秩序は経済の諸制度と経済政策の諸制度への権限の振当てのみならず，
組織の経過と国民経済の構成にも有効な規則の総称である。J（”W irtschaf ts-
ordnung ist Gesamtheit der fir den organisatorischen Aufbau und fir 
den Ablauf der Volkswirtschaft geltenden Regeln sowie der Verteilung 
der Kompetenzen auf die wirtschaftlichen und wirtschaftspolitischen In-
stitutionen.“） 3 3) 
④ グートマンの概念規定
「経済主体の経済行為と経済行動のための制度的諸条件の枠組みとしての一
国の経済秩序は，秩序それ自体の諸要素形態の中に現存する具体的で明白な特
徴に示されているし，それと同時に計画，所有法の行使，意思形成，目的設定，
価格形成のそれぞれの形態という国民経済固有の諸形態を制約する法律と慣習
の諸規則の中に存在する。J(,,Die Wirtschaftsordnung eines Landes als der 
institutionelle Bedingungsrahmen fir das okonomische Handeln und Ver-
halten der Wirtschaftsubjekte besteht in jenen Regeln des Rechts und der 
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Konvention, welche die der V olkswirtschaf t eigenen Form en der Planung, 
der Ausubung von Eigentumsrechten, der Willensbildung, der Zielsetzung, 
der Geldentstehung und der Preisbildung bedingen, sowie in der je 
vorfindbaren konkreten Auspragung dieser Elementarformen der Ordnung 
selbst.“） 3 4) 
この概念規定に関連させて，経済秩序を構成するための制度的諸条件の枠組
みとして，次の三つの根本的な構造が必要で、あるとグートマンは考えている。
経済秩序では，ある国民経済の特徴を明示した「決定構造J(Entscheidungs-
struktur），従って社会の成員に対して権限の振当て方式について経済的にみ
て重要な決定を下すことができる構造が必要であること，「情報構造」
(Informationsstruktur），すなわち，利潤獲得のメカニズムと方策，その決
定の際には重要な知識の転用と活用が必要で、あること，さらに「動機構造J
(Motivationsstruktur）の形態とメカニズムが必要である 35）と言うのである。
それにしても，経済秩序の個々の要素をどのようにして構成し，相互に組み合
わせていくのか。この点の問題がやはり残っている。
⑤ トゥーフトフェルトの概念規定
「l国の経済秩序は経済構造と経済経過に関する国家の特質においてはじめ
て公示されるものである。J(,,Die Wirtschaftsordnung eines Landes mani-
festiert sich erst in den nationalen Besonderheiten der wirtschaftlichen 
Strukturen und Prozesse.“） 3 6) 
トゥーフトフェルトは経済秩序が経済構造，経済経過あるいは経済過程とと
もに国家の制度的諸条件が存在する枠組みを構成すると考えているわけである。
この見解には別段何の異存もない。
⑥ メツラァの概念規定
「経済秩序は分配を含む消費と生産に関する経済活動の調整を直接的間接的
に留意するメカニズムの総称を意味することであると言えるであろう。」
CMan konnte vielleicht sagen, daB die Wirtschaftsordnung die Gesamt-
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heit der Mechanisrnen urnfaBt, die direkt und indirekt die Koordination 
wirtschaftlicher Aktivitaten irn Hirnblick auf Konsurn und Produktion, 
einschlieB lich Distribution, besorgen.“） 3 7) 
この概念規定も，マクロ経済理論がそのような調整メカニズ、ムの諸要素と機
能様式に関連し，その理論的発展は経済秩序の概念規定の際にも役立つている
ことを示している。経済活動の調整メカニズムに着眼したことが経済制度の諸
条件を再考し，その枠組みの中で、経済秩序の概念を規定するのに役立つているD
⑦ ヴオツルの概念規定
「実際には経済経過の枠組み（理念型）を固める経済政策の一連の政策手段
がある。この枠組み決定の一連の方法は経済秩序と名づけられる。」（，，Inder 
Realitat gibt es eine Reihe von wirtschaftspolitischen MaBnahrnen, die 
den Rahrnen fir den Ablauf der Wirtschaft festlegen (Idealtypus). 
Dieser Katalog von Rahrnenbestirnrnungen wird als Wirtschaftsordnung 
bezeichnet.“） 3 8) 
(4) 広範な視点に基づく概念規定
この概念規定を提示した主な論者は，マインホルト（W.Meinhold），シェー
ンヴイツツ（D.Schonwitz），ヴェーバー（H.-J. Weber），カッセル（D.
Cassel）である。
① マインホルトの概念規定
「概念の論理体系における『経済秩序Jの概念はもっぱら「より高い段階」
の階層に対応するので，個々の（理念型の，現実型の及び実際の）経済秩序の
特徴づけと限界のための様々な範酵を利用する可能性がある。ここでは，個々
の取扱いの幅広い分野を議論する。つまり，経済秩序の概念には多くの次元が
あるということである。この場合，本質的な標徴と本質的でない標徴を区別す
れば，必ず多くの概念規定の可能性がある。」（, Da der Begriff :> W irtschaf-
tsordnung<'. irn System der Begriff slogik lediglich einer :> Klasse h凸herer
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Stufe <: entspricht, steht der Moglichkeit, verschiedene Kriterien zur 
Kennzeichnung und Abgrenzung einzelner [Idealtypischer, realtypischer 
und Tatsachlicher] Wirtschaftsordnungen zu benutzen, nichts im Wege. 
Hier er凸ffnetsich ein weites Feld individueller Handhabung, sehr zum 
Leitwesen gerade der Studierenden. Der Begriff der Wirtschaftsordnung 
ist namlich mehrdimensional, und wenn sich hierbei wesentliche und un-
wesentliche Merkmale unterscheiden lassen, dann ergeben sich schon al-
ein deswegen zahlreiche Definitionsm凸glichkeiten.“） 3 9) 
マインホルトは，オイケンとレプケの見解も取り入れ，少なくとも次の三つ
の可能性を考えた広範な視点から経済秩序の概念規定を試みようとしている。
その第1の可能性。例えばすべての構造要素から，経済法制の要素が決定
的とみなされる目的指向的な混合（レプケ［W.Ropke］が使った用語は，カ
クテル40 l）が実際の経済秩序を選別する場合には，それは経済秩序の概念をも
決定的な特徴を明示することになる。さらに，経済法制のもとで社会の共同生
活の秩序に関する総合的決定を理解することが必要である。もちろん経済法制
が経済あるいは経済領域の秩序を是認したい場合には，オイケンによれば，経
済法的な基本思考に十分に対応しなくても 実際の経済秩序は発展できる可能
i空がある 41）。
第2の可能性。経済秩序について総合的決定を下す前に，少なくともあり得
る経済秩序の主要な型を科学的に論究した展望が必要である。このことは経済
学にも実践的にも必要なことである。近年は社会問題の意義が増大しているの
で，常に現実的で鋭い経済秩序論争は宗教戦争のような殿烈さがある。経済秩
序の性格には，そのような強い社会的政治的精神史的 その他の経済外的
特徴があるので，経済秩序の本質と内容の認識に当たっては純粋の経済的分析
用具だけを得ることではないが，重要なことは経済的特徴を考慮することであ
る。この考慮は主観的な見解や価値判断の範囲の縮小をくい止めるためだけで
なく，経済秩序の本質を，つまり本源的に経済秩序の経済政策的機能を確認す
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るためである。
経済秩序の概念では直接経済政策的陳述が可能である。ある経済秩序は一つ
の経済政策の体系であり，この体系はやはり次のことと同等視されている。す
なわち，経済政策の体系を思考可能な理念を組み合わせ あるいは加重した現
実型を抽出して類型そのものとして理解できる場合には，あるいは純然たる歴
史的現実として理解できる場合には 理念として経済秩序と現実としての経済
秩序を区別できる。経済秩序の概念の本質的で，しかも有効な標徴は経済経過
の形態を指向した内容を内包する経済政策の内容となるからである。
第3の可能性。経済秩序の決定的な範鴫は規則的な経済経過にあるので、あっ
て混沌とした経済経過の更新にはないので，経済の構成そのものの中にある。
この構成の最も重要な主体は国家である。国家の経済に対する関係は，オイケ
ンによれば，その時々の経済秩序に対して「構成的Jであると特徴づけられる
点にある 42）。その関係はその時々の支配的な秩序原則の選択しEかんによって
決まり，どのような経済主体が相互に結びつき，経済経過で具体的になるかを
表している。その際，理念型の経済秩序の概念あるいは現実型の経済秩序の概
念を解釈する場合には，経済秩序のあり得る決定形態、の叙述は，従って経済政
策の体系の展望はすでに説明したあらゆる経済秩序の一般的な国法を反映し，
国家が指令する経済と国家との形式的可能性を示した叙述であることに留意す
べきである。
② ベーターズの概念規定
「経済秩序にある特定の形態を与え，経済体制の活動規則を遵守させる課題
を政治的行政的調整能力の本質的な構成部分とみなすならば，経済秩序は『法
的に創出した機能』（ベーム［F.Bohm］）であるともみなさなければならない
ことは明らかである。J(, Wenn man die Aufgabe, der Wirtschaftsordnung 
eine bestimmte Gestalt zu geben und dafiir zu sorgen, daβdie Spielregeln 
des Systems eingehalten werden, als einen wesentlichen Bestandteil der 
politisch-administrativen Steuerungsleistung betrachtet, wird deutlich, 
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daB die Ordnung der Wirtschaft auch als :>rechtschbpferische Leistung 
< (F. Bohm) gesehen werd~n muB.“） 4 3) 
③ カッセルの概念規定
「経済秩序はまた，経済主体間に存在する諸関係（相互作用の構造，取引の秩
序）の総称として，また時間的観点では経済経過の結果として生じるものの総
称として解したならば一一政治的秩序や文化的秩序とともに一ーその時々
で実現した経済体制とみなせることを明白に表している。」（”DieWirtsch-
aftsordnung wiederum prag -zusammen mit der politischen und kulture-
llen Ordnung - das jeweils realisierte Wirtschaftssystem, verstanden als 
Gesamtheit der zwischen den Wirtschaftseinheiten bestehenden Bezi-
ehungen [lnteraktionsgefiige; Handelnsordnung], aus den en in zei tlicher 
Hinsicht der WirtschaftsprozeB hervorgeht.つ44) 
以上のように，経済秩序の概念規定を4類型に位置づけて吟味し，特定の論
者の概念規定については検討したことからみる限り，経済秩序の概念規定は論
者の数だけあり，極めて多義的であることが分かる。 4類型の中では②と③の
概念規定を用いたい。
それにしても，「経済秩序」について私見の概念規定をする必要がある。国
民経済において，「経済秩序」とは，②と③の概念規定に関連させて簡素化す
れば，あらゆる法的でしかも形態論的な諸秩序要素があり，他方で精神的な立
場を持って固有の経済生活を構成し，特定の経済行動様式を持った経済主体
（経済政策の担い手ともなる）に対して経済の機能を分割することであると概
念規定することもできると考える。
この私見の概念規定と類似点のある論者の概念規定とともに，私見の概念を
規定する際に参考にした論者の概念規定も以下において論点のみ説明したい。
私見の概念規定はピユツツの概念規定と一致している点がある。経済主体は
定義した機能を持つ経済主体であり，それは経済秩序に関連している 45）。経
-253 (425) -
済主体のピュッツ流の用語分類に対応している。ピュツツの場合，様々な経済
主体の枚挙において国家が欠落している。このことはピュッツの場合の国家の
特別な位置づけから説明できる。つまり 国民経済におけるありとあらゆる経
済事象は国家が形成した諸活動の結果に表れていることから説明できる 46）。
私見の概念規定に当たって参考にした他の論者の概念規定は次の通りである。
ゴツトル・オットリーリエンフェルト（F.von Gottl-Ottlilienfeld）は，
「経済秩序が常に直接表している構成体から経済生活固有の構成がなされ
る」 47）ことを確認している。
シャツハトシャーベル（H.G. Schachtschabel）は，「経済秩序Jを「ある
特定の精神的な立場，主義，考え方 見解及びそれらに対する経済行動様式で
示された経済であるJ4 8）と概念規定している。「経済秩序は，国家と経済の関
係からみれば，国家の影響を受けた中央管理経済の特殊な体系であるとみなす
ことができる。（中略）。国家が構成した経済秩序には基本的に二つの要素があ
る。一つは，国家による経済の管理を樹立し，経済全体の発展を監視し，誘導
することである。もう一つは，経済生活において国家固有の活動を要請し，国
家にその活動の権限を付与することである。J4 9）この意味で，「経済秩序のもと
では，経済政策の活動範囲は望ましい経済秩序を実現し，あるいは妥当な経済
秩序を保証し，拡充しようとすることである。」50) 
シュナイダァ（E.Schneider）は 経済秩序を「計画の担い手の状態」
( Plantragerkonstella ti on）で特徴づけることができると考えているい）。つま
り，この見解でも，経済主体はいずれの場合にも計画の担い手であり，計画で
は機能が現れている。この点はカールステン（D. Karsten）が明らかにして
いる。
カールステンの概念規定によれば，経済秩序とは「国民経済の組織」（Orga-
nisation der Volkswirtschaft），あるいは「組織優越の結果J( Erge bnis eines 
Organisa tionsvorganges），すなわち，組織のもとで理解すれば，「物的機能
に対して社会構成体の個人あるいは集団の階序」として提示できる 52）。
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この意味では，歴史上存在した国民経済はすべて経済秩序であることは自明
の理である。しかし現実の経済秩序は必ずしも経済秩序が具体的にどのよう
にして形成されたのかについては簡単には分からない。さらに，形態論的思考
に基づいた概念規定であっても，形式化された経済秩序であるかもしれないと
いう問題点がある。問題点と言えば後で詳しく述べているように，「経済秩
序」に対して「経済体制」という用語もしばしば使われていることも概念規定
では看過できない問題点である。例えば，オイケンは経済秩序のモデル理論的
限界の場合を「経済体制」（W irtschaf tssystem）と名づける 53）。この点をみ
ても，経済学における体制概念はやはりまったく異なった幅広い意義をもって
適用されていることが分かる。それだからと言って，後述の検討によれば，
「経済秩序」の概念規定を「経済体制」の概念規定と同等視するような議論の
余地はないと考える。しかし 両者の概念規定には相互依存関係があることま
で否定する必要はないと考える口
2 経済秩序と経済体制の区別
経済秩序の概念は 1の〔 2〕において規定し，吟味したので，ここでは経済
体制の主な概念を規定した後，経済秩序と経済体制のそれぞれの概念を区別す
る。これによって経済秩序の概念規定をさらに吟味し，検討することができる。
(1）経済体制の概念
経済体制論の主要な文献に基づいて，経済体制の概念規定をすることが必要
である。
① ゾムバルトの概念規定
ゾムバルト（W.Sombart）は，「経済体制jを三つの標徴，すなわち，①
特定の経済意向（bestimmteWirtschaftssinnung），②特定の秩序と組織（be-
stimmte Order und Organisation），③特定の技術（bestimmteTechnik) 
（ゾムバルトは経験的技術ないし知識的技術，あるいは伝統的技術ないし経験
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的技術をあげている。）で特徴づけている 54）。この概念規定では，経済体制は
より狭い概念として捉えられていると言える。それらの標徴は経済体制を構成
する要素である。ある特定の経済意向を特に取り上げた概念規定も多い。次の
ツイツンの概念規定がそれである。
② ツイツンの概念規定
ツイツン（K.G. Zinn）は，経済体制を「精神的単位として考えた経済様式」
( ,eine als geistige Einheit gedachte Wirtschaftsweise.“） 5 5）を表すもので
あると概念規定している。高度に発展した産業社会の場合に存在する複雑な秩
序は通常様々な「経済体制Jの諸要素を明示している。例えば，市場経済では
資本主義的体制要素が支配的であるが それとともに共同経済の企業や協同組
合の領域，生産手段を公的所有して運営する国家と経済体制に関わる領域が明
示されている。
ツイツンの概念規定には経済体制を構成する諸要素のほかに，制度や規則も
含まれていると解釈してもよいと思われる。この解釈の点が強調された概念規
定は，例えば，レッシュ（D.L凸sch），ベーターズ（H.R. Peters）の概念規
定である。
③ レッシュの概念規定
「経済体制は個人と集団の財とサービスへの欲求充足のために体系の相互関
係の中に相互に存在する行動単位（制度）として またその相互関係で成り立
つ行動規範（規則）として，具体的に把握できるものである。従って，経済体
制の概念は国民経済の構造的構成であると名づけることができるo換言すれば，
経済体制とは経済行動の組織の諸形態，あるいは同様な内容であるが，多様な
経済制度の共同利用の諸形態であり，あるいは別の表現をすれば，国民経済の
構成組織と同様に，国民経済の経過組織であると概念規定できる。J(,,Das 
Wirtschaftssystem konkret faβbar als die Gesamtheit der zum Zwecke 
der Deckung des individuellen und kollektiven Bedarfs an Guter und Diensten 
miteinander in systemhaftem Zusammenhang stehenden Handlungsein-
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heiten (Institutionen) und die for deren Interaktionsbeziehungen geltenden 
Handlungsnormen (Regelungen). Der Begriff Wirtschaftssystem bezeichnet 
also den strukturellen Aufbau einer Volkswirtschaft, m. a. W. die Formen 
des Zusammenwirkens wirtschaftlicher Institutionen oder noch anders 
ausgedriickt, sowohl die Audbau-als auch die Ablauforganisation einer 
Volkswirtschsft.“） 5 6) 
この概念規定には，一般的な体制論の「体制J概念，一般的な形態論の「形
態」概念を用いた基本的考え方が適用されている。
④ ベーターズの概念規定
「経済体制は多様な秩序要素で構成する大抵扇状に広げた経済秩序の経済的
にみて合目的的な中心部分である。矛盾した秩序要素も明示する包括的な経済
秩序に対比して，経済体制には秩序整合的で，しかも体制構成的な諸要素だけ
が含まれている。J（”Das Wirtschaftssystem ist das凸konomischzweck-
rationale Kernstiick einer meist breitgefacherten Wirtschaftsordnung mit 
verschiedenartigen Ordnungselementen. Im Gegensatz zur umfassenden 
Wirtschaftsordnung, die auch widerspriichliche Ordnungselemente auf-
weist, enthalt das Wirtschaftssystem nur ordnungskonforme und sys-
temkonstitutive Elemente.“） 5 7）また，「経済体制は常に経済現象を財の不足
を最小にさせるという経済的目的に向けられたものであり，経済主体の行動を
経済における分業過程で調整するマクロ経済的な計画制度であり，調整制度で
ある。J(,,Das Wirtschaftssystem verkniipft bestimmte zweckrationale 
Ordnungselemente zu einem gesamtwirtschaftlichen Steuerungs- und 
Koordinierungssystem, das standig das Wirtschaftsgeschehen zielgerichtet 
auf den okonomischen Zweck der giitermaBigen Knappheitsminderung 
hinlenkt und die Handlungen der Wirtschaftssubjekte im arbeitstei-
ligen WirtschaftsprozeB koordiniert.“） 5 8) 
これらの四つの概念規定にはそれぞれ特徴があるが，共通した特徴を敢えて
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摘出すれば，一般的な体制論の分析手法に基づき，経済意向あるいは精神ない
し精神的心構え，制度，規則ないし法制が経済体制の根底を支える構成要素に
なっているということである。
(2）経済秩序と経済体制の区別による経済秩序の検討
関連する文献では，経済秩序と経済体制のそれぞれの概念規定に関連した単
一の用語法はまだないと言っても過言ではないと思われる。アングロ・サクソ
ン閣では，それらの概念規定は部分的には同意語として使われている。これに
対して， ドイツ語圏では，とりわけヘンゼル（K.P. Hensel）の著作57）に関連
している。一般的な体制論は個々の科学的思考過程の影響を受けて変わってき
たので，経済秩序と経済体制の概念規定の差異を際立たせてきている。それら
の概念規定の差異の検討については， 1 ）概念規定の差異を検討する前提を考
え， 2 ）秩序要素の視点と3）マクロ経済的誘導方法の視点からみた概念規定の
差異を検討する。この検討方法は小論で提示した一つの方法論である。
1 ) 経済秩序と経済体制の概念規定の差異を検討する前提
経済秩序と経済体制のそれぞれの概念規定の差異を明確にするためには，ま
ず最初に次の事実を考慮すべきである。
① どの領域においても，人々の行為や行動はあらゆる経験に基づいており，
その時々に成り立つ特定の秩序の枠内でのみ説明できること。どのような秩序
のもとで人々の行為や行動が起こされるのか。やはり何らかの秩序が周知のも
のでなければ，何が起こるかについて意味のあることは表明できない58）。
②特定の異なった経済的成果，特殊な経済的機能は，人々の行為や行動の
他の秩序に関する経済的秩序の限界を探る前提となること 59）。
③経済現象は社会の全分野の現象と狭く結びついていること口これらの三
つの事実を認識することは，経済秩序と経済体制の概念規定の限界を考えるの
に役立つことである。
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2 ) 秩序要素の視点からみた経済秩序と経済体制の概念規定の差異の検討
経済秩序と経済体制のそれぞれの概念規定の差異を検討する方法として，秩
序要素の導入の有無という視点からみた検討も必要である。「経済体制の概念
は個人や集団の財とサービスへの欲求充足という目的指向的でしかも開放的な
もの（つまり，社会の他の部分体制と社会的環境に関連して存在すること）で
ある。」（，，DerBegriff des Wirtschaftssystems namlich als zielgerichtetes, 
off ens - d. h. mit anderen gesellschaftlichen Teilsystemen und mit der 
gesellschaftlichen Umwelt in Beziehung stehens - System zur Minderung 
der Knappheit der Mittel <lurch Beschaffung, Bereitstellung und Verteilug 
von okonomischen Gutern fassen.“） 6 0）この体制内で唯一の要素はその時々
に存在し，体制の構成要素となる「秩序」である。この秩序（構成，組織）と
経過（過程，現象）を区別することができる。その「体制Jの概念は「秩序」
概念として把握できる。つまり，経済体制の概念が規定される場合，一方では
経済体制の概念の中に経済秩序が，他方では経済現象が含まれることになる。
これに対して，「経済秩序は社会組織の一部であり，経済体制の継続を進め
るための枠組みを形成する骨組みであると思われる。」（，，DieWir旬chafts-
ordnung erscheint als ein Teil der Organisation der Gesellschaft, als ein 
Gerust, das den Rahmen for den Ablauf der Prozesse des zielgerichteten 
W irtschaf tssystems bildet.“） 6 1) 
このような概念規定の明確さを確認する場合には，経済的成果や経済問題の
分析を行い，その分析結果の読み取りと判断を他のどのようなことよりも優先
的に下すことこそ肝要である。経済秩序は経済現象の枠組みとみなされるが，
経済現象が目的指向的であるため，経済体制が秩序体制にその存在価値を付与
している。経済現象の秩序条件は，経済秩序及び経済秩序政策の原則と問題設
定の分析に当たって大きな科学的（つまり，客観的で一般妥当性のあること）・
実践的意義のための理由づけになるからである。この点からみても，既述のよ
うに，経済体制は大抵の場合経済的にみて経済秩序の合目的的な中心部分となっ
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ているが，矛盾した秩序要素も提示する包括的な経済秩序に対して，経済体制
には秩序整合的で しかも体制構成的な諸要素だけが含まれていることに留意
すべきである。
2 ) マクロ経済的誘導方法の視点からみた経済秩序と経済体制の概念規定
の差異の検討
さらに，経済秩序と経済体制のそれぞれの概念規定の差異はマクロ経済的誘
導方法の視点からも確認できる。「経済体制としては－狭義では一分業が行わ
れている国民経済に不可欠のマクロ経済的誘導方法であると理解できる」62）か
らである。この場合，二つの理念型の場合が区別できる。すなわち，国家によ
る中央集権的誘導（中央管理経済体制）と競争による地方分権的誘導（市場経
済体制）に区別できる。
実際には経済経過の枠組みを固める経済政策の一連の政策手段がある。この
枠組み決定の一連の方法は「経済秩序」と名づけることができる 63）。
前述の中央集権的誘導あるいは地方分権的誘導の例外を設けることができる
ので，理念型の場合が存在する。それに対応して，理念型の場合はオイケンの
用語と一致するが，伝統的にみて「地方分権的に誘導した経済秩序（市場経済
秩序あるいは競争秩序）J ( dezentral gelenkter Wirtschaftsordnung [markt-
wirtschaf tliche Ordnung oder Wettbewerbsordnung］）と中央集権的に誘導
した経済秩序（中央管理経済秩序あるいは指令経済） (zentral gelenkter 
Wirtschaftsordnung [zentralverwaltungswirtschaftliche Ordnung oder Be-
fehlswirtschaft］）を区別できる 64) 0 
しかし，概念規定の使い方は流動的である。そのため，関連する文献では，
経済秩序は狭義では経済体制とも解釈されている場合が多い。両方の経済秩序
の類型を，例えば，ボォッル（A.Woll）は市場経済あるいは競争経済（Markt-
wirtschaft oder Wettbewerbswirtschaft）と名づけ，計画経済あるいは中央
管理経済（Planwirtschaftoder Zentralverwaltungswirtschaft）と名づけて
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いる。これらの誘導領域と経済秩序の関連をヴォッルは，次の表2-1のよう
にまとめている。
表2-1 誘導領域と経済秩序の関連
誘導領域
経済体制
（理念型）
経済秩序
（現実型）
経済秩序
自由経済体制
（地方分権的誘導あるいは
市場経済）
自由経済秩序あるいは
自由経済秩序政策
（市場経済秩序あるいは
競争秩序）
の類型
社会主義的経済体制
（中央集権的誘導あるいは
中央管理経済）
社会主義的経済秩序あるい
はその経済秩序
（中央管理経済秩序あるい
は指令経済）
資料： Woll,A., Wirtschαftspolitik, 2. Aufl., Miinchen 1992, S. 78. 
以上のように，経済秩序と経済体制のそれぞれの概念規定を一般的な秩序論，
形態論及び体制論の分析方法を用いて比較検討することによって， 1）～3）の視
点から両概念規定の差異を検討することができると考える。
3 経済秩序と経済法制の区別
経済秩序の概念規定は1と2において吟味し，検討したので，ここでは「経
済法制」の概念を規定した後，経済秩序と経済法制のそれぞれの概念規定の差
異を検討することによって，経済秩序の概念規定の範囲や限界を検討する。
(1）経済法制の概念規定
「経済法制Jの概念は多義的であり，見方によってはあいまいであり，捉え
どころがない。そのため，経済法制をどのように考え，概念規定すればよいの
であろうか。それが問題である。「経済法制」の概念規定は，次の主な文献に
基づいて吟味し，検討する。
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① ツイツンの概念規定
「社会の共同生活における多様な活動の諸規則が有効であるべき基本原理の
決定が問題になる。その法的基礎を法制（V erf as sung）と名づける。法制の
枠内で経済上重要な決定は経済法制（W irtschaf tsverfassung）のもとででき
る。・・・経済法制の枠内における経済生活の具体的な構成は経済秩序を導くこ
とになる。経済法制には多かれ少なかれ経済秩序を具体的に形成するための活
動範囲の存在を考えることができる。」（，，Eshandelt sich hierbei um Grund-
satzentscheidungen daruber, welche Spielregeln im sozialen Zusammen-
leben gelten sollen. Man bezeichnet die rechtliche Grundlage als Veト
fassung. ・ ・ ・ Diekonkrete Gestaltung des Wirtschaftslebens im Rahmen 
der Wirtschaftsverfassung flihrt zur konkreten Wirtschaftsordnung. Es 
ist denbar, daB eine Wirtschaftsverfassung mehr oder weniger Spielraum 
flir die konkrete Ausgestaltung der Wirtschaftsordnung gibt.“） 6 6) 
ツイツンはある特定の理念型的に構想した経済秩序の変形を考えている。
② リッチュルの概念規定
「秩序は広義では「法秩序』として構成され，その限りでは経済法制と名づ
ける。」（,,Ordnung ist in weitem MaBe als Rechtsordnung ausgebaut und 
in so fern sprechen wir von einer W irtschaf tsverfassung.“） 6 7) 
③ ルップの概念規定
「経済法制の概念は 一度は経済の現状の特徴を表わすのに使われる 0 •• 
このことから『経済法制Jの規範的な概念を区別できる。経済法制は経済がど
のようなものであるのかという問題に関係せず，経済がどのようなものである
べきかという問題に関係する。この使い方では，『経済法制jの概念には目的
設定的で強要的な性格があり，従って経済の具体像を多少表象している。」（，，
Der Begriff Wirtschaftsverfassung laBt sich einmal verwenden zur Ke-
nnzeichnung des realen Zustandes der Wirtschaft. ・ ・ ・ Hiervon untersch-
neidet sich der normative, praskriptive Begriff der Wirtschaftsverfass-
-262 (434）一
ung. Er betrifft nicht die Frage, wie die Wirtschaft ist, sondern wie sie 
sein sol. In dieser Verwendung hat der Begriff Wirtschaftsverfassung 
programmatischen, fordernden Charakter, sagt also etwas iiber ein vor-
gestelltes Bild der Wirtschaft aus.“） 6 8) 
④ シェーンヴイツツとヴェーパーの概念規定
「経済法制とは，個人や集団の法的行動がある特定の意味で影響を与え，経
済主体の相互作用に秩序を遵守させることを目的とする規範の総称である。」（
,,Die Wirtschaftsverfassung stellt den Inbegriff der normen dar, deren 
Zweck es ist, das rechtliche Verhalten von Einheiten und Gruppen in einem 
bestimmten Sinne zu beeinflussen und das Zusammenwirken der wirtscha-
ftlichen Einheiten untereinander zu ordnen.“） 6 9) 
これらの概念規定において敢えて共通した特徴を抽出すれば，法秩序を基盤
にした社会生活や社会の具体な規則や具体像を規定した制度であるという点に
みることカfできる。
(2）経済秩序と経済法制の区別による経済秩序の検討
社会でも国民経済でも秩序が必要である。この秩序は多様な形態で構成され
ている。その一つが既述のように概念規定した「経済法制jである。経済秩序
は時として国家の領域で成り立つ経済的に重要な法規制をすべて集大成したも
のを表している。「経済法制」は「経済秩序」と同じではない。経済法制はそ
の意味を徹底的に明らかにした法的な特徴を明示するような構成形態の一部を
表している 70）。そのため，経済秩序はその構造においてすでに経済法制を通
じて一義的に決定されていないのである。経済法制をシェーンヴイツツとヴェー
バーは広狭二様の概念で規定している 7I）。
一つは，「より狭義の経済法制」（Wirtschaftsverfassungim engeren Sin-
ne）である。これは憲法に含められる経済的に重要な諸規範である。
もう一つは，「より広義の経済法制J(Wirtschaftsverfassung im weiteren 
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Sinne）である。これは経済的に重要な諸規範と多様な法規範は異なっている
ので，経済の法的規範を表している。これらの視点からみた場合，経済法制と
経済秩序の関係については，社会状態に対する法律の支配には限界があるので，
経済法制は経済秩序よりも狭い概念である。この差異は特に自由社会では意義
のあることである。
そのような視点からみた経済法制と経済秩序のそれぞれの概念規定の差異が
生じる根本的な遠因は 自由な活動の余地を経済規制などによって十分に認め
ていないところにある。それだけではない。政治・行政制度の一般的な調整制
度の有無，それがある場合の運用の仕方などにおける調整の失敗にも基づいて
いる場合が多い。さらに，多種多様な経済秩序をどのような構造原則がその形
成と維持・運用を決定し，長期的な存在の方向性をまだ示すことができていな
いことにも原因がある。経済秩序は多種多様であり，ただ単に経済の絶対的な
範轄ではなく，あるいは永遠不変に考えられた法律や形態ではないからである。
それに対して，経済体制は社会生活と経済生活の部分領域をおおっているにす
ぎないし，また歴史上の経済秩序をみても，様々な時代に，諸民族において異
なった多種多様な形態で構成されていることをあらためて認識する必要がある
からである。
(3）経済秩序と経済体制と経済法制の区別による経済秩序の検討
自由な共同生活においても経済的関係と人々の行動でもある特定の法規範が
必要である。政治・行政制度と経済制度は往々にして照応しているので，政策
上の法制においても経済法の諸決定を取り上げている。経済秩序の諸原則を濃
縮する際には，場合によっては一つの完全な経済法制がつくられるであろう。
経済法制は通常その時々に追求した経済体制を反映している。政策上の法制は
定制化されていない経済法制に含まれるので，この場合には幾度か全法制の性
格と特に保証された法律からみて望ましい経済体制の特徴が明白に表れている。
しかし，経済体制には経済的に重要な諸決定と政策上の諸原則が内包されてお
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り，他方では経済秩序政策に関わる法律の諸規範も含まれている。
注と参考文献は次の号の本文の最後にまとめて掲載したい。
（未完）
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